
ごあいさつ
� 近江尚商会会長　中　村　　浩

　2022年近江尚商会は創立130周年を迎え
ました。
　会員の皆様と共に歩んできた長い歳月
に、一つ一つの成し遂げた功績が、歴代の
役員、会員、教職員の皆様のご指導ご鞭撻
と相俟って花咲かせた結果が、この成果と

なって喜びを分かち合える時を迎えたものと信じます。心よ
り深く感謝申し上げます。
　さて コロナウイルスは全世界に蔓延し、時の経過を狂わ
し生きる力を緩める結果をもたらしました。更にロシアに
よるウクライナ侵攻が行われ力による国境線の変更強奪は
人道的常識的に認められません。世界には、貧困と差別に

今だ報われない日々を送っている人々が、沢山存在する現
実も忘れることは出来ません。
　明治19年に開校された八商は、数年後 同窓会が生れ近江
尚商会は設立されました。卒業生は八商の誇りを「天八魂」
と名付け、いつの時代にも近江商人の精神を高揚しました。
我々後輩は忘れる事なく商売に活力を呼び起こし、清廉な
商人をめざし幾多の先輩の足跡をその時代に沿う生き方の
中に自分を置き賢明に生き抜いてきました。
　私はこの度第21代近江尚商会会長として先輩から受け継
いだ天八魂をこれからも後輩の皆様に伝え、伝統の中に、
継続する素晴らしい数々の教えを継承し、八商の伝統に応
えたいと考えております。

� 滋賀県立八幡商業高等学校　校長　神　崎　　善　明
　近江尚商会会員の皆様におかれまして
は、ますます御健勝のこととお慶び申し
上げます。日頃は、母校の教育活動に格
別の御理解と御支援を賜り、心よりお礼
を申し上げます。

　今年度近江尚商会創立１３０周年を迎えられたこと、誠
におめでとうございます。校長室には、百年史をはじめ本
校の歴史を伝える様々な資料があります。それを読むほど、
本校の歴史の深さと紆余曲折の中でも一貫して商業教育を
行ってきたことがわかります。同時に本校の発展のために

近江尚商会が果たしてこられた役割を知り、本校にはなく
てはならない存在であることがよくわかります。会の目的
である「会員相互の親しみをはかり、母校の発展を援助す
ること」は、時代の移ろいの中で価値観が変化しても不変
であり、活動し続けることが本校の発展だけでなく、会員
のより有意義な生活につながると信じています。
　今後さらに近江尚商会会員相互の絆と親睦が深まり、会
員各位のますますの御健勝と御活躍をお祈り申し上げ、御
挨拶とさせていただきます。

シンボルマーク・テーマ

「尚商会」の尚を、空と滋賀を象徴
する琵琶湖に見立て、青色をベー
スに配色しました。全体に琵琶湖
が空に覆われるデザイン。「130」
の文字は、空と琵琶湖に溶け込む
ように滑らかな線で描きました。
文字は八尚カラーのエンジ色にし
ています。

3年5組　奥野　佳音
天八魂「継承」と天八魂「継承」と
� 「新たな伝統」の始まり� 「新たな伝統」の始まり

私は高校に入学し、八幡商業の古き良き伝統を知りました。しかし、近年コロナウイルスの影響で、学校生
活や部活動で多くのことが制限され、私自身も部活動で先輩方から継承してきたことができなくなりました。
そのため、継承してきたことだけでなく、新たな一歩を進むため、今の社会を生きる私たちに合ったやり方
も加え、伝統として引き継いでいくべきだと思い、このスローガンを考えました。

3年2組　河井 ひなた
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祝70周年 祝80周年

祝90周年

祝100周年 祝120周年

祝130周年
祝110周年 てんぱちくん

大津旧校舎校　舎 現校舎 現校舎

明治 19. 3. 4 滋賀県商業学校として創立
明治 19. 5. 1 大津町字船頭町（現在の大津市長等三丁目）において開校
明治 25. 2. 18 近江尚商会発会
明治 34. 4. 9 蒲生郡宇津呂村（現在地）に移転
明治 34. 6. 8 滋賀県立商業学校と改称
明治 40. 11. 1 校歌制定
明治 41. 4. 1 滋賀県立八幡商業学校と改称
昭和 15. 11. 23 現校舎竣工、創立55周年記念式を挙行
昭和 22. 10. 13 PTA発会
昭和 23. 4. 1 �学制改革により、滋賀県立八幡高等女学校と統合して滋賀県立八幡高等学校

（普通課程・商業課程）を設立
昭和 24. 4. 1 高校編成替により、滋賀県立日野高等学校と統合して、滋賀県立中央高等学校と改称
昭和 26. 4. 1 高校再編成により、滋賀県立八幡高等学校に復帰
昭和 30. 4. 1 �普通課程の分離独立（現在の滋賀県立八幡高等学校）に伴い、滋賀県立八幡商業高等学校と改称
昭和 31. 11. 4 創立70周年記念式を挙行
昭和 41. 11. 6 体育館・プール・格技場竣工、創立80周年記念式を挙行
昭和 48. 3. 30 第2運動場整地工事完成
昭和 50. 4. 1 情報処理科を新設
昭和 51. 11. 14 尚商会館竣工、創立90周年記念式を挙行
昭和 52. 3. 23 情報処理棟竣工、電子計算機を設置
昭和 58. 5. 16 家庭科棟（家庭科室、図書館、視聴覚室）竣工
昭和 61. 11. 15 創立100周年記念式を挙行
昭和 62. 5. 24 本館改修工事完工
昭和 63. 3. 24 柔剣道場改築竣工
平成 2. 4. 1 国際経済科を新設
平成 4. 11. 22 近江尚商会創立100周年記念式を挙行
平成 8. 11. 23 創立110周年記念式を挙行
平成 9. 5. 11 �尚商会館セミナーハウス竣工

尚商会館史料館竣工
平成 14. 11. 23 近江尚商会創立110周年記念「尚商」碑を建立
平成 18. 11. 23 創立120周年記念式を挙行
平成 19. 3. 11 創立120周年記念雨天練習場竣工
平成 20. 8. 22 本館耐震改修工事完工
平成 23. 2. 20 �柔剣道場改修工事完工

情報処理棟改修工事完工
平成 24. 11. 3 近江尚商会創立120周年記念全国同窓の集い
平成 26. 12. 18 マスコットキャラクター「てんぱちくん」誕生
平成 28. 11. 23 創立130周年記念式を挙行
平成 29. 1. 10 創立130周年記念電子黒板システム導入
平成 29. 3. 24 創立130周年記念情報実習室4改修
平成 29. 4. 3 文部科学省「スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール」（SPH）に指定
令和 2. 3. 31 本館トイレ改修工事完工

1．�漣清き鳰の海�
　　　その八景の岸近く�
敷ける教の庭の中�
　　　望みあふるる青春の�
健児日毎のいそしみは�
　　　邦と民との富の道

2．� 鵬の翼の延びざりし�
　　　鎖国の世にも大八洲�
その隅かけて市とせし�
　　　父祖にな耻ぢそ東海の�
潮一度舟乗せて�
　　　四海にいたる今の時

3．� 印度の珠玉アラビヤの�
　　　香も集めん南洋の�
珊瑚琥珀も欧の西�
　　　送らん道や幾万里�
潮と共に舟を駆る�
　　　貿易風の名もよしや

4．�大塊ひとつ日月の�
　　　光り遍く照るきはみ�
自然と人と相待ちて�
　　　万の宝産むところ�
皆わが領と心して�
　　　探れ扶桑の国の富

5．�扶桑の国の富欺くと�
　　　宣らん健児の志�
養ふ処漣の�
　　　近江の海の岸近き�
教の庭に光栄の�
　　　景とこしへに照らしめよ

昭和40年11月1日 制定

土　 井　 晩　 翠 作詞

東 京 音 楽 学 校 作曲

あゆみ

校　歌
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令和3年度　近江尚商会会計　決算書� （単位 円）

全国支部長会議報告

1.　収入の部� 令和4年2月28日現在

項　　　目 令和3年度予算額 令和3年度決算額 備　　考
前年度繰越金 2,296,164 2,296,164
入 会 金 2,380,000 2,330,000 @10,000×233名
年 会 費 1,300,000 646,000 @2,000×323名
支援協力金 1,300,000 596,600
寄 附 金 0 0
雑 収 入 0 0
預 金 利 息 14 6
収 入 合 計 7,276,178 5,868,770

※�決算書については、会報発行（1月1日付け）近江尚商会創立130周年趣意書募金要綱発行と
同時に発送したため、会費入金を2月28日で締切・決算処理しました。
※�3月1日以降の会費振込については、令和4年度に決算報告します。

上記の令和4年度近江尚商会会計処理について、諸帳簿等照合し適正に処理されていたことを証
明致します。

令和4年度の「全国支部長会議」は4月23日（土）、ホテルニューオウミで開催されました。
各議題および報告事項は下記のとおりで、満場一致で可決されました。

2.　支出の部�
項　　　目 令和3年度予算額 令和3年度決算額 備　　考
会 議 費 700,000 467,528 全国支部長会議会場含む
旅 費 300,000 0
支部活動費 600,000 0
通 信 費 60,000 59,377 支部長会議、実行委員会等
リスト出力代 50,000 0
事 務 局 費 206,000 110,565 消耗品
会 報 費 2,300,000 512,830 印刷費（アインズ支払分）
事 業 費 2,200,000 1,793,829 学校・生徒への補助
振込手数料 260,000 59,818 会費振込料
新入会員記念品代 250,000 119,340 卒業記念品（タオル）
史料館整備費 0 0 創立130周年時に実施
雑 費 150,000 150,000 横断幕等購入費
予 備 費 200,178 100,000 セミナーハウス布団廃棄処理代
次年度繰越金 2,495,483
支 出 合 計 7,276,178 5,868,770

１．令和3年度　事業報告について
２．令和3年度　会計報告および会計監査報告について
３．令和4年度　事業計画（案）について
４．令和4年度　会計予算（案）について
５．令和4年度　近江尚商会役員組織について
６．近江尚商会創立130周年記念事業について
７．その他

・近江尚商会創立130周年記念募金状況について
・年会費納入状況報告（令和3年度）について

令和4度　事業計画
１．近江尚商会　創立130周年記念大会
２．母校教育活動への支援
３．近江尚商会　会報発行（記念号）
４．女性部会の活動
５．各支部活動の活性化
６．次世代会員の活動の活性化
７．近江尚商会ホームページの充実（次世代会員へのPR）

記念大会の日程
⑴記念式典	 （10：00〜11：30）	 司会　事務局　藤森景子・北岡明子

開式の辞 副 会 長 柴　田　　　雄
式　　辞 会 長 中　村　　　浩
来賓祝辞 滋 賀 県 知 事 三日月　　大造

滋賀県教育委員会教育長 福　永　忠　克
近 江 八 幡 市 長 小　西　　　理

来賓紹介・祝電披露 母 校 教 頭 国　領　紀　宏
記念事業概要報告 近江尚商会事務局 （奥村）
母校校長挨拶 校 長 神　崎　善　明
校歌斉唱
ブラスバンド部演奏
閉式の辞 副 会 長 福　井　義　定

⑵記念講演	 （11：30〜12：10）	 司会　事務局　小川健太
演　　題 「八商　仲間に送る　栄光と挫折の谷間に…」
講　　師 近 江 尚 商 会

会 長 中　村　　　浩

⑶祝賀会	 （12：10〜14：30）	 司会　事務局　大橋正幸
開　会　挨　拶 副 会 長 村　田　光　男
乾　杯　発　声 副 会 長 中　野　憲　司
アトラクション
万歳三唱 近 江 尚 商 会 顧 問 橋　本　　　健
閉会のことば 副 会 長 喜多川秀男・岡田ひで子

学校・部活動補助

1. 学校関係

① 情報処理室OAチェア ￥1,254,000（購入済み）

② トレーニング機器（ダノン） ￥1,996,500（購入済み）

2. 部活動関係

① 野球部（バッティングゲージ） ￥759,000（購入済み）

　 野球部（ピッチングマシン） ￥475,420（購入済み）

②カヌー部（K4艇） ￥1,754,000

③ブラスバンド部（楽器） ￥242,000（購入済み）

④剣道部（別注手拭） ￥129,800

⑤サッカー部（グラウンド用土砂 男女共通） ￥260,000（施工済み）

⑥ソフトボール部（移動式フェンス） ￥134,640（購入済み）

　合　　　　　計 ￥7,005,360

近江尚商会創立130周年記念事業
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2,000,000 橋 本 　 健 (72 )
1,300,000 中 村 　 浩 (75 )
1,000,000 白 井　 治 夫 (72 )

柴 田 　 雄 (78 )
中 村　 啓 子 (95 )

240,000 木 村　 幸 男 (85 )
200,000 竹 島　 慎 泰 (110)
130,000 福 井　 義 定 (79 )

村 田　 光 男 (83 )
中 野　 憲 司 (85 )

120,000 辻 川　 恭 祐 (59 )
100,000 西 田　 清 美 (70 )

那 須　 健 次 (73 )
北 川　 英 次 (75 )
梅 田　 祐 三 (75 )
西 田　 喜 平 (75 )
岡 田 　 治 (76 )
吉 田　 文 男 (77 )
小 林　 四 郎 (78 )
和 泉　 慎 次 (80 )
瀬 川 　 隆 (84 )
下 竹　 祥 夫 (85 )
喜 多 川　 秀 男 (90 )

80,000 杉 田　 弘 治 (71 )
50,000 川 村　 純 市 (70 )

喜 多　 俊 介 (73 )
寺 村　 茂 和 (80 )
松 吉　 成 樹 (87 )
岡 田　 ひ で 子 (92 )

30,000 真 木　 幸 三 (76 )
森 下　 敏 男 (77 )
山 中　 祥 光 (77 )
井 上　 清 作 (78 )
村 田　 和 雄 (78 )
西 居　 耕 之 介 (78 )
脇 　 正 隆 (78 )
山 田　 清 重 (79 )
小 椋　 昭 治 (81 )
大 辻　 恒 烝 (83 )
田 附　 憲 一 (84 )
富 家 　 彰 (88 )

麻 原　 育 夫 (90 )
田 中　 利 男 (90 )
北 村 　 隆 (94 )
苗 村　 文 公 (105)

25,000 随 井　 義 子 (75 )
20,000 竹 園 　 健 (72 )

園 田　 春 三 (72 )
岳 　 尋 幸 (73 )
八 木 原　 良 澄 (75 )
堀 　 豊 次 (76 )
北 村　 良 雄 (77 )
土 川　 悠 紀 夫 (78 )
小 西 　 均 (88 )
岡 野　 淑 馨 (89 )
岡 﨑 　 守 (89 )
荒 居　 善 和 (89 )

15,000 門 野 　 明 (80 )
疋 田　 雅 裕 (83 )
中 村　 正 文 (83 )

10,000 青 木 　 襄 (61 )
福 島　 浅 吉 (61 )
塚 本 　 宏 (63 )
木 村　 清 一 (64 )
松 本　 富 男 (69 )
西 村　 文 雄 (71 )
樹下真典（晴江）(71 )
上 田　 進 啓 (72 )
杉 江　 芳 男 (73 )
大 西　 八 郎 (73 )
野 添　 一 三 (73 )
嶋 田　 守 良 (74 )
大 橋　 雅 雄 (75 )
南 　 喜 樹 (75 )
羽 田 　 滋 (75 )
石 田　 平 三 郎 (75 )
井 上　 嘉 平 治 (75 )
小 古 田　 英 治 (75 )
桃 原　 啓 一 (75 )
波 多 野　 綾 子 (75 )
岡 本　 正 晴 (75 )
佐 々 木　 勇 (75 )

川 那 辺　 要 (75 )
林 　 義 郎 (75 )
前 田　 孝 雄 (75 )
岡 田 　 勇 (76 )
北 中　 恵 美 子 (76 )
田 村　 寅 二 郎 (76 )
行 村　 正 一 郎 (76 )
高 瀬　 義 雄 (76 )
辻 　 正 博 (76 )
多 賀　 弘 治 (77 )
山 本　 德 次 (77 )
田 畑　 栄 三 (77 )
土 屋　 嶺 子 (77 )
宮 川　 行 雄 (77 )
柴 田　 展 男 (77 )
猪 田　 一 男 (78 )
坪 田　 好 平 (78 )
若 林　 隆 男 (78 )
青 木　 喜 三 郎 (78 )
奥 野　 敏 夫 (78 )
西 出　 紀 寿 (78 )
杉 田　 孝 幸 (79 )
加 藤　 喜 和 (79 )
高 瀬　 照 雄 (79 )
元 持　 敏 雄 (79 )
藤 原　 武 治 (79 )
宮 嶋　 典 人 (80 )
水 　 祐 三 (80 )
谷 村　 正 二 (80 )
三 浦　 紘 一 郎 (80 )
川 﨑　 洋 二 (80 )
飯 塚 　 実 (80 )
深 尾　 勝 義 (81 )
阪 上 　 剛 (81 )
中 山　 雅 雄 (81 )
疋 田　 慶 一 (81 )
寺 元 　 穆 (81 )
中 村　 優 美 (82 )
上 坂 　 勲 (82 )
田 中　 寿 夫 (83 )
猪 田　 英 男 (83 )

（11月11日振込分）

　多くの方々からのご芳志、誠にありがとうございます。

　近江尚商会創立 130周年事業にご寄附いただきました方々の11月14日現在の一覧です。みなさまのご理解、ご協力に心より感謝
申し上げます。
　尚、集計・印刷の都合上、行き違い等がございましたら、何卒失礼をお許しください。

300,000 有限会社竜王興産（竹島慎泰110回）
100,000 株式会社松吉土地（松吉成樹87回）
50,000 株式会社ひょうたんや（中嶋弓子97回）

トラヤ商事株式会社
栄畑瓦商店（栄畑虎蔵90回）
株式会社サラト

一般企業

一般個人
1,000,000 小 西　 昭 三

会員

近江尚商会創立130周年記念事業募金ご芳名録

30,000 株式会社ナイキ彦根工場
イワタニカートリッジガス株式会社
アインズ株式会社

5,000 株式会社エフアイ
滋賀小林精工株式会社
近江八幡自動車教習所
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川 村　 弘 和 (83 )
上 野　 鉄 男 (83 )
宮 田　 五 郎 (83 )
辻 　 豊 一 (83 )
福 永　 精 吾 (83 )
池 田　 健 治 (84 )
上 田 　 浩 (85 )
水 谷 　 茂 (85 )
福 永　 博 行 (86 )
中 川　 良 治 (86 )
山 西　 美 知 子 (87 )
大 野　 泰 男 (87 )
中 島　 正 己 (87 )
岩 嶋　 益 明 (88 )
川 端　 芳 子 (88 )
中 川　 よ ね 子 (88 )
望 月　 孝 一 (90 )
辻　 太 喜 雄 (90 )
川 崎　 綾 子 (90 )
小 西　 光 司 (91 )
岡 山　 光 雄 (91 )
井 上　 京 子 (94 )
廣 瀬　 与 里 子 (95 )
浦 田　 明 美 (100)
大 林 　 修 (104)
村 松　 謙 衛 (105)
中 西　 利 之 (106)
中 西　 栄 朗 (107)
千 葉　 恵 奈 (111)
松 吉　 弘 樹 (112)
上 月　 大 介 (115)
原 　 史 明 (116)
安 田 　 剛 (118)
那 須　 大 晃 (131)
磯 田　 聡 希 (139)

8,000 野 村　 隆 蔵 (78 )
5,000 古 川　 一 男 (61 )

奥 川　 省 一 (61 )
玉 井　 正 治 (62 )
山 本　 隆 一 (65 )
川 村　 泰 三 (66 )
林 　 隨 啓 (68 )
三 上　 英 子 (69 )
石 井　 健 三 (69 )
西 村　 一 雄 (69 )
鈴 鹿　 昌 子 (69 )
冨 江 　 滋 (69 )
高 倉　 益 男 (70 )
奥 村　 忠 夫 (70 )
野 村　 隆 治 (70 )
辻 　 清 司 (71 )
井 狩　 尚 一 (72 )
川 部　 正 己 (72 )
岩 﨑　 信 一 (72 )
今 井 　 詮 (73 )
中 野　 久 雄 (73 )
松 瀬　 美 代 子 (73 )
浜 井 　 豪 (73 )
原 田　 一 郎 (73 )
藤 川　 敬 次 (73 )
北 澤 　 弘 (73 )
橋 本 　 弘 (73 )
北 田　 厚 夫 (73 )
庄 窪　 道 男 (73 )
﨑 村　 宰 滋 (73 )
古 川　 雅 也 (74 )

小 林 　 登 (74 )
田 中　 市 郎 (74 )
木 村　 喜 代 子 (74 )
本 多　 孝 次 (75 )
西 川　 貞 枝 (75 )
百 々 　 實 (75 )
橋 村　 助 雄 (75 )
山 川　 三 保 子 (75 )
藤 井　 逸 朗 (75 )
福 原　 タ ミ 子 (75 )
松 岡　 節 穂 (75 )
川 南　 昌 美 (75 )
吉 田　 敏 雄 (75 )
中 川 　 正 (75 )
朝 比　 次 男 (75 )
青 木　 猛 士 (75 )
苗 村 　 收 (75 )
中 野　 修 次 (75 )
久 保　 和 重 (75 )
周 防　 一 也 (75 )
近 藤　 昌 晴 (76 )
馬 場　 敏 雄 (76 )
田 中　 忠 三 (76 )
岡 野　 隆 雄 (76 )
青 木　 治 彦 (76 )
万 能　 繁 子 (76 )
佐 田　 康 弘 (76 )
木 村　 大 和 (77 )
岡 田　 武 男 (77 )
村 井　 正 憲 (77 )
山 脇　 知 子 (77 )
中 西　 弥 惣 二 (77 )
上 田　 丈 夫 (77 )
福 田　 光 男 (77 )
坂 本　 登 代 子 (77 )
寺 山　 美 智 子 (77 )
宮 川 　 章 (77 )
渡 邉　 美 代 子 (77 )
布 施　 昭 三 (78 )
若 林　 幸 三 (78 )
川 橋　 太 陽 (78 )
林 　 正 夫 (78 )
吉 田　 幸 雄 (78 )
小 杉　 誠 二 郎 (78 )
橋 本　 八 重 子 (78 )
今 宿 　 功 (78 )
小 島　 正 義 (78 )
荒 川　 忠 雄 (78 )
竹 山 　 肇 (78 )
平 尾 　 知 (78 )
山 脇　 健 治 (78 )
畑 　 一 美 (78 )
西 村　 次 雄 (78 )
三 上　 博 司 (78 )
杉 江　 弘 造 (78 )
川 南　 三 千 朗 (78 )
野 村　 祐 二 (78 )
仙 波　 良 三 (78 )
今 井　 謙 次 郎 (78 )
久 保 田　ヒロミ(79 )
村 田　 康 広 (79 )
伴 　 幸 彦 (79 )
大 橋 　 進 (79 )
中 西　 俊 郎 (79 )
白 井　 千 代 子 (79 )
松 浦　 三 郎 (79 )

岡 田　 英 夫 (80 )
横 関　 壽 彦 (80 )
小 森　 鐘 二 (80 )
川 村　 信 治 (80 )
北 脇　 満 子 (80 )
岩 村　 清 美 (80 )
奥 村　 孝 夫 (80 )
忠 田　 昭 男 (80 )
増 田　 國 浩 (80 )
植 田　 良 蔵 (80 )
片 岡　 泰 彦 (80 )
杉 原　 謹 吾 (80 )
中 山　 和 子 (80 )
苗 村　 三 保 子 (80 )
藤 井　 駿 次 (80 )
岡 田　 博 文 (81 )
東 郷 　 修 (81 )
野 添　 正 一 (81 )
沢 井　 一 雄 (81 )
吉 川　 俊 海 (81 )
田 中　 義 雄 (81 )
古 田　 徹 二 (81 )
遠 藤　 す み 子 (81 )
松 吉 　 明 (81 )
日 笠　 惠 美 子 (81 )
元 持　 喜 美 子 (81 )
今 堀　 い く 子 (82 )
川 嵜　 泰 男 (82 )
平 田　 黎 子 (82 )
片 岡　 幹 亘 (82 )
川 合　 康 夫 (82 )
石 野　 正 義 (82 )
吉 倉　 軍 之 進 (82 )
梶　 眞 智 子 (82 )
福 永　 正 志 (82 )
保 地 　 功 (82 )
福 地　 至 郎 (82 )
藤 村　 武 夫 (82 )
佐 生　 龍 彦 (82 )
田 中　 清 次 (82 )
向 井　 冨 美 子 (82 )
田 中 　 浩 (82 )
松 本　 喜 平 (82 )
太 田　 好 彦 (82 )
桜 井 　 薫 (82 )
田 中 　 弘 (82 )
山 口 　 豊 (82 )
小 林　 和 雄 (83 )
木 本　 修 二 (83 )
奥 田　 幸 男 (83 )
江 畑　 徹 次 (83 )
岡 地　 貴 夫 (83 )
馬 場 　 隆 (84 )
田 村　 喜 久 雄 (84 )
近 藤　 常 男 (84 )
草 開　 英 二 (84 )
蒲 生 　 宏 (84 )
福 地 　 博 (84 )
清 水　 容 子 (85 )
尾 中　 保 子 (85 )
坂 口 　 悟 (85 )
谷 口　 健 次 (85 )
宮 本　 清 一 (85 )
木 野　 正 司 (85 )
田 中 　 猛 (85 )
井 上　 善 晴 (85 )
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中 川 　 實 (85 )
福 永 　 修 (85 )
土 川　 敏 夫 (85 )
木 田　 由 利 (86 )
近 藤　 明 雄 (86 )
高 橋　 真 知 子 (86 )
奥 　 健 三 (86 )
西 川　 啓 子 (86 )
藤 居　 武 志 (86 )
大 森　 與 志 雄 (86 )
山 口　 正 義 (86 )
岡 山　 繁 夫 (86 )
田 口　 敏 明 (86 )
西 川　 禎 一 (86 )
松 浦　 貞 子 (86 )
小 川　 と し 子 (87 )
岩 佐　 正 博 (87 )
廣 田 　 孝 (87 )
綾 井　 喜 一 郎 (87 )
土 田 　 博 (87 )
上 畑　 修 吉 (88 )
橋　 登 喜 雄 (88 )
山 﨑　 一 代 (88 )
浅 居　 和 彦 (89 )
川 島　 米 次 郎 (89 )
中 島　 由 利 子 (89 )
小 西 　 敏 (89 )
善 住　 美 智 子 (89 )

山 田　 節 美 (89 )
金 築　 奈 美 子 (89 )
宮 尾　 綾 子 (89 )
山 下　 賢 次 (90 )
林 　 健 司 (90 )
松 井　 惣 一 (90 )
大 村　 英 夫 (90 )
野 田　 昌 雄 (90 )
成 宮　 克 美 (90 )
溝 井 　 満 (90 )
野 田 　 晃 (90 )
小 林　 和 博 (91 )
坪 田　 定 嗣 (91 )
犬 山　 久 美 子 (91 )
野々村　美佐江 (91 )
木 村　 彰 男 (91 )
北 川　 真 吾 (91 )
喜 多 川　 みどり(91 )
野 矢　 哲 正 (92 )
三 崎　 克 己 (93 )
升 本　 賀 津 子 (93 )
村 林　 妙 子 (94 )
田 中　 か な え(96 )
深 尾　 宏 子 (96 )
志 村　 保 秀 (97 )
平 井　 幸 造 (97 )
井 上　 あ づ さ(97 )
森 田　 清 也 (97 )

小 泉　 憲 次 (98 )
中 村　 美 恵 子 (98 )
嶋 村　 文 彦 (99 )
村 田　 恵 里 香 (101)
林 　 孝 志 (103)
坪 田　 康 基 (104)
橋 本 　 啓 (105)
橋 本　 由 生 子 (105)
山 田　 由 紀 子 (107)
川 村　 怜 子 (114)
川 端　 典 子 (118)
池 田　 直 子 (122)
三 好　 碧 里 (124)
横 井　 裕 介 (127)
玉 井　 伸 弥 (128)
辻 　 美 織 (135)
定　 美 奈 子 (113)

3,000 藤 井　 時 春 (87 )

100,000 阪神支部（阪神）
東京尚商会（東京）

9,321 70回卒業生同窓会（70）

特別会員
50,000 松 村　 友 二
20,000 小 西　 幸 子

寺 村　 銀 一 郎

現職員
100,000 神 崎　 善 明
30,000 國 領　 紀 宏

大 橋　 正 幸 (93 )
10,000 山 波　 公 俊

橋 本　 美 佐 子
田 村　 光 宏
山 中　 健 司
太 田　 淳 子 (96 )
奥 村　 伸 司 (97 )

平 野　 み ゆ き(98 )
小 川　 健 太 (119)
藤 森　 景 子 (119)
北 岡　 明 子 (120)
蒲 生　 久 男
北 川　 泰 世
小 林　 弥 生
河 崎　 百 合 子
藤 森　 純 子

浅 井　 由 美 子
加 藤　 哲 雄
前 河　 孝 彦

5,000 三 井　 美 名 子

10,000 宮 田　 正 道
奥 村　 史 代
向 　 敬 二
池 川　 準 人 (110回)
堤 　 範 義

5,000 岡 松　 み つ 子
藤 居　 隆 男
櫻 井 　 泉
隠 岐　 信 浩
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滋賀県近江八幡市の出身
山本 德次（やまもと とくじ、1940年1月17日 - ）は、
日本の実業家。たねや三代目。1995年日本経済
新聞社主催国土庁後援「地域活性化貢献企業賞」
受賞。2001年経済産業省平成13年情報化促進貢
献情報処理システム表彰関西ＩＴ活用企業百撰最優
秀賞受賞。2005年「第1回デザイン・エクセレント・
カンパニー賞」受賞。2006年「滋賀ＣＳＲ経営大賞」
受賞。2007年「第5回渋沢栄一賞」受賞。同現
代の名工“卓越した技能者：厚生労働大臣表彰”受
章。2010年秋の黄綬褒章受賞。

滋賀県近江八幡市の出身　滋賀大学へ進学
川瀬 源太郎（かわせ げんたろう、1916年5月3日 
- 2003年1月24日）は、日本の実業家。日本生命
の元名誉会長。1937年  日本生命保険入社 取締
役関連部長・財務部長、常務取締役、専務取締
役、代表取締役副社長等経る・1982年 日本生命
保険代表取締役社長・1988年 勲一等瑞宝章受章・
1989年 日本生命保険代表取締役会長・1996年 
日本生命保険相談役名誉会長・1998年 日本生命
保険顧問

滋賀県犬上郡豊郷町の出身
二代目 伊藤 忠兵衛（にだいめ いとう ちゅうべえ、
1886年6月12日 - 1973年5月29日）は、日本の実
業家。伊藤忠財閥の2代目当主である。父の事業
を継ぎ　法人組織化し大正7年　伊藤忠商車（株）、
（株）伊藤忠商店を設立した。従三位勲一等瑞宝
章。幼名は精一（せいいち）。

滋賀県彦根市の出身　神戸大学へ進学
越後 正一（えちご まさかず、1901年4月26日 - 
1991年4月2日）は実業家。元伊藤忠商事社長・会長。
「繊維相場の神様」と呼ばれ、伊藤忠商事を世界
最大の繊維商社に押し上げる立役者。1927年の大
相場に大勝利した。1963年 藍綬褒章、大阪府知
事産業功労賞・1971年 勲二等旭日重光章・1978
年 オーストリア大銀功労章・1982年 オーストリア名
誉総領事、勲一等瑞宝章・1988年 経済界大賞（第
14回寿賞）

滋賀県守山市の出身　滋賀大学へ進学
宇野 宗佑（うの そうすけ、1922年8月27日 - 
1998年5月19日）は、日本の政治家。位階は従二
位。1960年 衆議院議員・1961年 自民党青年局
部長・1974年 防衛庁長官・1976年 科学技術庁
長官・原子力委員会委員長・1979年 行政管理庁
長官・1983年 通商産業大臣・1987年 外務大臣・
1989年 第13代自由民主党総裁・1989年 第75代
内閣総理大臣・1994年 勲一等旭日桐花大綬章受
章・1996年 政界引退。

経　済

経　済

経　済

経　済

科　学

経　済

政　治

Wikipediaより抜粋

Wikipediaより抜粋

Wikipediaより抜粋

東京工業大学・ Wikipediaより抜粋

Wikipediaより抜粋

Wikipediaより抜粋

滋賀県犬上郡多賀町の出身
小菅 宇一郎（こすが ういちろう、1893年10月14
日 - 1968年2月14日）は、日本の実業家。卒業後、
伊藤糸店での勤務を経て、1925年に伊藤忠商事名
古屋支店長に就任。1933年12月に取締役に就任
し、1949年12月に社長に就任。1958年に藍綬褒
章を受章し、1964年に産業功労賞を授賞し、1965
年に勲三等旭日中綬章を受章。

滋賀県近江八幡市の出身
辻 二郎（つじ じろう、1927年5月11日 - 2022年4
月1日）は、日本の科学者。パラジウム触媒を用い
た有機合成反応の先駆者。東京工業大学栄誉教授。
1980年 日本化学会賞「遷移金属化合物を用いる
新しい有機合成プロセスの研究」・1994年 紫綬褒
章受勲・2004年 - 日本学士院賞「パラジウム触媒
を活用する新有機合成反応の研究」・2014年 テト
ラヘドロン賞 「辻・トロスト反応」

伊藤 忠兵衛（二代目）

川瀬　源太郎

小菅　宇一郎

山本　德次

辻　二郎

越後　正一

宇野　宗佑

近江尚商会の
著名人

21回卒

滋賀県東近江市の出身
塚本 幸一（つかもと こういち、1920年9月17日 - 
1998年6月10日）は日本の実業家。1946年 和江
商事創設。アクセサリー販売。・1949年 和江商事
㈱設立。社長に就任。・1951年 京都の縫製業の
木原工場と合併、専務に就任し、翌年 社長に就任。・
1957年 社名をワコールへ変更。・1964年 ワコール
株式上場。・1983年 京都商工会議所会頭就任。・
1987年 ワコール社長を退任。・1990年 勲二等瑞
宝章受章・1997年 日本会議初代会長

経　済

Wikipediaより抜粋

塚本　幸一 55回卒51回卒

29回卒

77回卒

62回卒
文　学

町田市より抜粋

滋賀県守山市の出身　同志社大学へ進学
国松 俊英（くにまつ としひで、1940年 - ）は、児
童文学作家。児童文学同人誌「ピノキオ」に参加、
童話を書き始める。1975年『ホタルの町通信』で
デビュー。『いまよみがえる縄文の都』（1997年）
など3作品が産経出版文化賞に選ばれる。2012年
に『トキよ未来へはばたけ』で第7回福田清人賞、
2019年に『ノンフィクション児童文学の力』で第2回
児童文芸ノンフィクション文学特別賞を受賞。

国松　俊英 78回卒

文　学

千賀氏より

滋賀県近江八幡市の出身
木皮 一夫（きがわ かずお、1923年8月22日 - 
2005年3月4日）は、ジャズ漫画家。1983年読売
国際漫画大賞優秀賞受賞。1996年読売TV「上
方お笑い大賞」25周年特別賞受賞。2004年近江
八幡市文化功労賞受賞（教育文化功労）。2005
年読売TV「上方お笑い大賞」特別功労賞受賞。
2014年第17回「上方演芸の殿堂入り」。

木川　かえる 58回卒57回卒

37回卒

経　済

Wikipediaより抜粋

滋賀県近江八幡市の出身　一橋大学へ進学
中村　伊一（なかむら いいち、1920年 - 2005年
4月14日）は日本の実業家。ワコール創業メンバーで、
同社副社長や、社団法人京都経済同友会代表幹
事、京都証券取引所理事長を務めた。1949年 和
江商事に入社・1963年～1984年 副社長・1984
～1988年取締役相談役・1987年 京都証券取引
所理事長に就任。2001年 理事長を退任し、勲四
等瑞宝章受章。

中村　伊一 55回卒
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野球伝説劇場「野球雲」より抜粋

スポーツ

芸　能

滋賀県の出身
若原 正蔵（わかはら しょうぞう、年月日 - 年月日）は、
野球選手。1933年～1937年にかけて、早稲田の
名投手として活躍。特に、1935年秋・36年秋の
早大の優勝に大きく貢献した。11年春の米国遠征
の時、エール大学相手にノーヒットノーランを達成し、
ニューヨークタイムス紙のトップで取り上げられた。通
算成績は、38勝19敗。早慶戦に数多く登板し、9
勝をあげている。

滋賀県近江八幡市の出身
福原 歩（ふくはら あゆみ、1986年3月19日 - ）は、
タレント。20歳からモデル活動を開始。放送タレン
トとしても活動し、ABCラジオ「Monday!Sports-
JAM」のメインパーソナリティを務める。スカイ
ASports+ 「アッピィーチャンネル」・サンテレビ「山
のぼり☆大好き」・ABCテレビ「おはよう朝日です」
などにレギュラー出演。 2014年12月31日タレント活
動を引退。現在は、2018年に設立した（株）コタ
ロンで、不動産業を中心に事業展開をしている。

若原　正蔵

福原　歩

スポーツ
滋賀県犬上郡多賀町の出身 三重中京大学へ進学
則本 昂大（のりもと たかひろ、1990年12月17日 - 
）は、プロ野球選手（投手）。東北楽天ゴールデンイー
グルスに所属。ルーキーイヤーの２０１３年には、開
幕戦でプロ入り初登板・初先発。新人の開幕投手は
２９年ぶり。パシフィック・リーグ最優秀新人（新人王）
を獲得。２０１４年には、最多奪三振のタイトルを獲得。
２０１５年には、３年連続となる開幕投手を務め、３年
連続の２桁勝利を記録。２年連続の最多奪三振のタ
イトルを獲得した。

則本　昂大

八商野球部OB会より抜粋

128回卒

スポーツ
滋賀県犬上郡豊郷町の出身 三重中京大学へ進学
西川 純司（にしかわ じゅんじ、1983年5月12日 - 
）は、元プロ野球選手（投手）。 ルーキーイヤーの
2006年、二軍でチーム3位となる28試合に登板し、
防御率2.25、投球回20、奪三振17個、被打率.227
と安定した投球を見せた。2007年も二軍でチーム3
位の26試合に登板し、防御率3.82の成績を残した。
球威のあるピッチングで被打率は.205と前年より向上
した。2008年はケガもあって12月2日に自由契約を
公示された。

西川　純司

八商野球部OB会より抜粋

121回卒

スポーツ
滋賀県近江八幡市出身
大辻 秀夫（おおつじ ひでお、1933年9月15日 - ）は、
元プロ野球選手。昭和２６年の第４回選抜高等学校
野球大会で、八商を初の甲子園出場へと導いた選
手。秋の滋賀大会を制し、近畿大会では決勝へと
進出し、強敵平安と対戦。延長のすえ翌日、再試
合で敗れはするが、選抜出場校として選ばれる。高
校卒業後、昭和２７年に国鉄スワローズへ入団し、１
年目には１試合に登板。２年目には７試合に登板。う
ち２試合で先発登板する。1954年に引退。

大辻　秀夫

八商野球部OB会より抜粋

71回卒
スポーツ

滋賀県近江八幡市の出身
荒川 昇治（あらかわ しょうじ、1924年4月15日 - 
1997年1月28日）は、元プロ野球選手。昭和22年
にプロ野球の太陽ロビンスに入団する。昭和23年10
月5日の対中日ドラゴンズ戦でサヨナラホームスチール
を記録する。昭和25年には、正捕手としても攻守に
活躍しベスト9に選ばれている。昭和26年にはオール
スターゲームにファン投票第1位で初出場。昭和30
年に毎日オリオンズに移籍し、同年に引退する。

荒川　昇治

八商野球部OB会より抜粋

59回卒

123回卒

スポーツ
滋賀県蒲生郡日野町の出身
遠藤 エミ（えんどう えみ、1988年2月19日 - ）は、
ボートレーサー。支部：滋賀・登録日：2008年3月
20日・初出走：2008年5月6日～　びわこ一般戦・
初１着：2008年9月20日　びわこ一般戦・初優勝：
2017年12月26日～　鳴門一般戦・SG初優勝：
2022年3月16日～　大村SG「第57回ボートレース
クラシック」※SG優勝については、ボートレース女
子選手で史上初のSG制覇となる歴史的快挙。

遠藤　エミ

滋賀支部より

125回卒

スポーツ
滋賀県湖南市の出身
田中 幸（たなか さち、1981年1月6日 - ）は、スノー
ボード選手。高校から社会人実業団の8年間、ボー
ト競技を続け、インターハイや国体で優勝。その後、
スノーボードに転向。2006年X- TRAIL NIPPON 
OPEN 2006 RAILJAMセッション：女性部門優勝。

田中　幸 118回卒

49回卒

滋賀県湖南市の出身
篠原 武将（しのはら たけまさ、1980年10月17日 - 
）は、日本の料理人。高校卒業後、「熊魚菴たん
熊北店」で修業を始める。京都の懐石料理「山玄茶」
で出会った増田伸彦大将のもとで、さらに腕に磨きを
かける。26歳で独立し、滋賀県で開いた「日本料
理しのはら 」は、全国から食通が通う店へと成長し、
2016年に東京へ進出。「銀座しのはら」を開店し、
瞬く間に東京屈指の日本料理店となる。2020年には
ミシュラン2つ星を獲得。

料理家 篠原　武将 118回卒

CRAFT FISHより抜粋

スポーツ
滋賀県近江八幡市の出身
北川 静二（きたがわ せいじ、1910年2月9日 - 
1997年4月19日）は、フィギュアスケート選手。
1933年関西選手権大会で優勝。1935年度の第7
回全日本選手権で優勝。戦後は京都府スケート連盟
初代会長・日本スケート連盟理事・国際公認審判員
などを務める。京都・関西のフィギュアスケート界の
発展に尽くした功績は大きく、死去した1997年から
同競技会では「北川奨励杯」が有望な若手選手に
贈られている。

北川　静二

Wikipediaより抜粋

44回卒

近江尚商会の
著名人
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ＤＯＷＡサーモエンジニアリング 株式会社
株式会社 ニチイ学館
山崎製パン株式会社
株式会社 h&b(旧名称 ヒロセ ビートル)
ニチコン草津 株式会社
株式会社 滋賀銀行
Ｈａｉｒ Ｓａｌｏｎ ＷＯＲＫＳ
日光精器 株式会社
滋賀積水樹脂 株式会社
株式会社 アイゼン
ネグロス電工株式会社
滋賀中央信用金庫
アイリスオーヤマ 株式会社
パナソニック株式会社 アプライアンス社
滋賀特機 株式会社
アキレス 株式会社 滋賀工場
パナソニック ホームズ 株式会社 湖東工場
社会福祉法人 ほのぼの会
アサヒビールモルト株式会社
パナソニック株式会社 ライフソリューションズ社 栗東工場
社会福祉法人 湖東会 特別養護老人ホーム 白寿荘
株式会社 アテクト 
ピー・アンド・ジー株式会社 滋賀工場
株式会社 秋村組
株式会社 アヤハゴルフリンクス
東近江行政組合
小泉製麻 株式会社
株式会社 アヤハ自動車教習所
東近江市役所
西日本旅客鉄道 株式会社
株式会社イシダ 滋賀事業所
彦根消防
積水多賀化工 株式会社
いだはいしゃ(井田歯科医院 武佐診療所)
株式会社 びわこホーム
前田工織 株式会社 能登川工場
イワタニカートリッジガス 株式会社
びわこ揚水土地改良区
株式会社 村田製作所 野洲事業所
株式会社 ウエーブ 滋賀事業所
ファウンテック
多賀大社
株式会社 エコシスネットワーク
株式会社 ファンケル美健 滋賀工場
株式会社 大長
株式会社 エフアイ

フリックイン福井 株式会社 アズイン東近江能登川駅前
大辻税理士法人
株式会社 オーケーエム
株式会社 プリンスホテル
株式会社 中央倉庫
川相商事株式会社 滋賀支社
株式会社 ボーンフリー
中野製薬 株式会社
キョーリン製薬グループ工場 株式会社
ホテルニューオウミ（株式会社 エッチ・エヌ・オー）
株式会社 鳥羽洋行
グリーン近江農業協同組合
マルホ 株式会社 彦根工場
塚喜商事 株式会社
コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社
ムラテックメカトロニクス 株式会社
東びわこ農業協同組合
株式会社コバヤシ 滋賀工場
ヤクゴ薬局(株式会社 ファルマスター)
東海旅客鉄道 株式会社 関西支社
コマツキャブテック 株式会社
ヤンマー株式会社 エンジン事業本部 人事総務部小形総務部
株式会社 東洋レーベル
株式会社サンデリカ滋賀事業所
ルシードスタイル バレッタ
東洋産業株式会社
株式会社 ジーユー
株式会社 ロッテ
独立行政法人 国立印刷局 彦根工場
株式会社 ジェイアール西日本 フードサービスネット
ワコール流通株式会社
独立行政法人 国立印刷局 東京工場
しがぎん代理店株式会社
旭化成住工 株式会社
日東電工 株式会社 滋賀事業所
滋賀建機 株式会社
株式会社 伊藤佑
日本精工株式会社 石部工場
滋賀県警察本部
為永建設株式会社
日本精工株式会社 大津工場
白石歯科
株式会社 岡喜商店 岡喜本店
日本郵便株式会社 近畿支社
セコム株式会社
角田鉄工 株式会社

日立化成 株式会社 彦根事業所
センコー株式会社 京滋主管支店
株式会社 関西オークラ
株式会社 八日市自動車教習所
ダイハツ工業 株式会社 本社
株式会社 吉野工業所 滋賀工場
株式会社 比叡ゆば本舗ゆば八 守山工場
京セラ 株式会社 滋賀蒲生工場
不二電機工業株式会社 草津製作所
株式会社 ダイフク 滋賀事業所
京栄ニチユ 株式会社
富士シート 株式会社
ダイプラ 株式会社 八日市工場
株式会社 京都ホテル
福田金属箔粉工業 株式会社
タカラスタンダード 株式会社 びわこ工場
栗東市農業協同組合
株式会社 平和堂 
タカラベルモント 株式会社
古河AS 株式会社
株式会社 北中工業
株式会社 たねや
湖東信用金庫
株式会社 名神八日市カントリークラブ
株式会社 ティラド 滋賀製作所
湖東農業協同組合
野洲メディカルイメージングテクノロジー 株式会社
東洋産業株式会社
公益財団法人 滋賀県スポーツ協会 滋賀県立琵琶湖漕艇場
立川ブラインド工業 株式会社 滋賀工場
株式会社 トッパンエレクトロニクスプロダクツ
佐川印刷 株式会社
國松会計事務所
トラスコ中山 株式会社
三協テック株式会社 関西本部
株式会社滋賀山下
株式会社 ナイキ 彦根工場
三菱ロジスネクスト 株式会社 滋賀工場
株式会社ダイゴ
ナルックス 株式会社
参天製薬 株式会社 滋賀工場

海上自衛隊

過去３年間の主な就職先

母校の進路先

１年次
・入学時保護者進路説明会
・進路ガイダンス
・適性検査
・キャンパス見学会
・職種業界研究プログラム
・進路実現対策講座
・進路調べ学習

　本校の進路状況を理解し、就職す
るか進学するかを選択するための行
事を設定しています。

２年次
・進路ガイダンス
・保護者進路説明会
・分野別模擬講義
・インターンシップ
・進学探究プログラム
・先輩を囲む会
・進路実現対策講座
・進路調べ学習

　より具体的に進路を考える行事
や、卒業した先輩の生の声を聞く機
会を設定しています。

３年次
・進路ガイダンス（就職・進学別）
・小論文個別指導チューター制
・保護者進路説明会
・進学検討会＆三者懇談会
・事業所見学会
・模擬面接（就職・進学）
・進路実現対策講座
・進路保障講話
　　
　２年間の進路に関わる行事を経
て、いよいよ具体的な進路対策がで
きるように、更にきめ細やかな行事
を設定しています。また、家庭との
連携、社会人としての一般常識、進
路試験対策などにも配慮した行事も
多く設定しています。
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大学
【国公立大学】
滋賀大学
金沢大学
和歌山大学
長崎大学
兵庫県立大学

【私立大学】
立命館大学
同志社大学
関西学院大学
近畿大学
龍谷大学
京都産業大学
佛教大学
藍野大学
日本大学
日本体育大学
國學院大學
横浜商科大学
追手門学院大学
長浜バイオ大学
中京大学
中央大学
大谷大学
大阪人間科学大学
大阪商業大学
大阪産業大学
大阪行岡医療大学
大阪経済大学
大阪学院大学
大阪電気通信大学
関西国際大学
大和大学
摂南大学
帝塚山大学

奈良大学
流通科学大学
大正大学
聖泉大学
成安造形大学
高崎商科大学
恵泉女学園大学
京都医療科学大学
京都文教大学
京都造形芸術大学
嵯峨美術大学
京都先端科学大学
京都光華女子大学
京都橘大学
京都外国語大学
京都華頂大学
岐阜聖徳学園大学
岐阜女子大学
園田学園女子大学
岐阜協立大学
神戸医療福祉大学
愛知東邦大学
桃山学院大学
明治国際医療大学
びわこ成蹊スポーツ大学
びわこ学院大学
びわこﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門職大学

短期大学
龍谷大学短期大学部
大阪芸術大学
滋賀短期大学
嵯峨美術短期大学
京都光華女子大学
京都経済短期大学
京都外国語短期大学
関西外国語大学短期大学部

京都文教短期大学
華頂短期大学
びわこ学院大学短期大学部

専門学校
名張市立看護専門学校
東洋医療専門学校
大阪医専
東京リゾート＆スポーツ専門学校
大阪リゾート＆スポーツ専門学校
履正社医療スポーツ専門学校
大阪調理製菓専門学校
大阪ハイテクノロジー専門学校
大阪ビューティーアート専門学校
大阪総合デザイン専門学校
大阪ベルエベル美容専門学校
大阪ビューティーアート専門学校
大阪デザイナー専門学校
大阪アミューズメントメディア専門学校
エコール辻󠄀大阪専門学校
大阪ダンス・俳優＆舞台芸術専門学校
大阪テーマパーク・ダンス専門学校
大原簿記法律専門学校
大原情報デザインアート専門学校
代々木アニメーション学院
草津看護専門学校
総合学園ヒューマンアカデミー
尚美ミュージックカレッジ専門学校
滋賀県立総合保健専門学校
滋賀県立看護専門学校
滋賀県済生会看護専門学校
滋賀県堅田看護専門学校
滋賀医療技術専門学校
甲賀健康医療専門学校
甲賀看護専門学校
華頂看護専門学校
アミューズ美容専門学校

京都理容美容専修学校
京都医療福祉専門学校
京都医健専門学校
京都福祉専門学校
京都美容専門学校
京都調理師専門学校
京都製菓技術専門学校
京都製菓パン技術専門学校
京都歯科衛生学院専門学校
京都歯科医療技術専門学校
京都建築大学校
京都芸術デザイン専門学校
京都外国語専門学校
京都栄養医療専門学校
京都コンピュータ学院
京都ＩＴ会計法律専門学校
ホスピタリティツーリズム専門学校
キャリエールホテル旅行専門学校
ＹＩＣ京都ペット総合専門学校
ＹＩＣ京都ビューティー専門学校
ＪＡＰＡＮサッカーカレッジ
ＨＡＬ大阪
ＥＳＰエンターテイメント
ECCアーティスト美容専門学校
ECC国際外語専門学校
ECCコンピュータ専門学校
放送芸術学院専門学校
上田安子服飾専門学校
大阪IT会計専門学校
大阪アニメーションカレッジ専門学校
大阪ECO動物海洋専門学校
大原簿記ビジネス公務員専門学校京都校
京都ホテル観光ブライダル専門学校
新大阪歯科技工士専門学校
武蔵野調理師専門学校

令和３年度職種別内定者数
事務 販売 専門技術 生産労務 その他 合計

男子 3 0 2 10 5 20

女子 30 3 4 19 11 67

計 33 3 6 29 16 87

令和３年度職種別内定者数

事務
37.9%

生産労務
33.3%

その他
18.4%

販売3.4%

専門技術6.9%

令和３年度

製造業 運輸・
通信業

卸・小
売業、
飲食店

金融・
保険業

ｻｰﾋﾞｽ
業 建設業 公務

農協・
各種団
体

合計

男子 12 3 0 0 1 0 4 0 20
女子 32 4 8 3 11 0 6 3 67
計 44 7 8 3 12 0 10 3 87

令和３年度業種別内定状況

製造業
50.6%

公務
11.5%

卸・小売業、
飲食店
9.2%

金融・
保険業
3.4%

建設業
0.0％

ｻｰﾋﾞｽ業
13.8%

運輸・通信業 8.0%

農協・各種団体 3.4%

大学 短大 専修等 合計
男子 44 5 23 72

女子 30 15 29 74

合計 74 20 52 146

令和３年度進学状況
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専修等短大大学
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令和３年度
就職 進学 その他 合計

男子 20 72 0 92

女子 67 74 0 141

計 87 146 0 233

令和３年度進路状況

就職
37.3%

進学
62.7%

その他 0.0%

過去３年間の主な進学先（大学） ＊短期大学、専修学校は誌面の関係で一部省略しました。

母校の進路先
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今年度は、コロナ禍ではありましたが、実施日数を通常の６泊７日に戻して実施しました。感染対策に十分に注意をしての実施でしたので、誰一人感染することなく終了す
ることができました。連日の猛暑の中での販売実習ではありましたが、学びの多い実習となりました。

【生徒の感想文】
「…最終日、近江八幡市での販売は、八幡商業と言っただけで伝わるのでとてもうれしかったです。また、『八幡商業の子が頑張っているから、買わんといけん』と言って買っ
てくださる方がおられました。先輩方から引き継いだ八幡商業をすごく大切に感じた瞬間でした。また、自分も後輩に誇ってもらえるよう、もっとより良い学校にしたいと思
いました。…」

（日）

学校行事

4月 入学式 10月 2学期中間考査
野外LHR 読書祭
オリエンテーション（1年） 秋季総体・高文祭
身体測定諸検査 11月 八商マルシェ（3年）
進路実現対策講座開始 2学期期末考査

5月 創立記念日 修学旅行（2年）
新入生歓迎の集い 12月 文化祭
1学期中間考査 人権フィールドワーク（1年）
PTA総会 販売実習（1年）

6月 春季総体・高文祭 職業研究ガイダンス（1年）
生徒総会 1月 学年末考査（3年）
1学期期末考査 課題研究発表会

7月 保護者会 2月 インターンシップ（2年）
球技大会 保育実習（2年）
近江商人再生プロジェクト 先輩を囲む会（2年）
職場見学（3年） 推薦選抜

8月 １日体験入学 学年末考査（1・2年）
県民体育大会 3月 卒業式
インターハイ 進路ガイダンス（2年）
キャンパス見学会 球技大会

9月 体育祭 一般選抜学力検査
１日体験入学（2回） 新入生オリエンテーション

❖ 令和４年度　第９回近江商人再生プロジェクト ❖

日　程 行　程 宿泊地

１日目
７／25（月）

近江八幡発――――――――桑名着【桑名市の工場見学】【桑名市内仕入実習・販売実習】
鈴鹿

２日目
７／26（火）

桑名発―――――大阪着【ＯＢＦ高交流会】【天王寺区内販売実習】 【阪神支部交流会】
大阪

３日目
７／27（水）

大阪市【企業訪問】　大阪発―――――――――姫路着【姫路市内仕入実習・販売実習】
姫路

４日目
７／28（木）

姫路発―――倉敷着　   　　 【倉敷美観地区見学】　　　　　　　【倉敷市内販売実習】
倉敷

５日目
７／29（金）

倉敷発―――――鳥取着【鳥取商業高校交流会】【鳥取市内販売実習】――【鳥取砂丘見学】
鳥取

６日目
７／30（土）

鳥取発―――――――――宇治着    　　【抹茶体験】　 　　　【宇治市内販売実習】
京都

７日目
７／31（日）

固定販売（アルプラザ・きてか～な）
宇治発―――近江八幡　帰着  【近江八幡市内販売実習】    昼食　　　午後：会計処理、帰校式

（8:00発）

（9:00発）

（10:00 ～ 12:00）

（9:00発）

（8:00発）

（9:00発）

（9:00発）

（10:00着）

（11:30着）

（12:30発）

（11:30着）

（11:30着）

（13:00着）

（10:10着）

（12:00 ～ 14:30）

（12:30 ～ 13:30） （13:30 ～ 16:00）

（13:30 ～ 14:30）

（10:30 ～ 12:00）

（15:00 ～ 17:30）

（15:00 ～ 17:30）

（16:30 ～ 17:30）

（15:00 ～ 17:30）

（15:00）

（10:30 ～ 12:00）

（12:30 ～ 13:30）

（14:30 ～ 17:00）

（13:30 ～ 16:00） （18:00 ～ 19:30）
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令和4年度全国高等学校総合体育大会カヌー競技大会
会場：�坂出市府中湖カヌー競技場	

香川県坂出市府中町1417-5
日時：令和4年8月2日（火）~6日（土）

男子カヤックフォア
　髙野嶺・柴田悠次・下野広翔・生島匠・善住朔也

500m　準決勝2組4着　1分41秒910
200m　準決勝1組5着　  　38秒847

第77回　国民体育大会　いちご一会とちぎ国体
会場：�谷中湖特設カヌー競技場	

栃木県栃木市藤岡町
日時：令和4年10月4日（火）~10日（月）

　　男子カヤックペア　　髙野嶺
　　女子カヤックフォア　福永まひろ �の2名が本校より	

滋賀県代表として出場

　　男子カヤックペア　　髙野嶺（他1名　滋賀県選抜）
　　　　500m	 全国９位	 1分47秒479
　　　　200m	 全国７位	 40秒248
　　女子カヤックフォア　福永まひろ（他３名　滋賀県選抜）
　　　　500m	 全国７位	 1分55秒448
　　　　200m	 全国６位	 46秒432

「令和４年度第３８回全国高等学校簿記競技大会」団体優勝
令和4年7月25日（月）　日本工学院専門学校蒲田キャンパス

　この大会は全国商業高等学校校長会および公益社団法人全国商業高等学校協会（全商）が実施する簿記の能力を競う大会。
規定時間内に簿記に関する問題を解き得点を競うもの。団体の部と個人の部がある。全国47都道府県で予選を行い、そこで優勝
した学校のみが団体として出場が認められる。まさに、高校生の簿記日本一を決める大会である。
　昨年の初優勝に引続き優勝（連覇達成）。県立岐阜商業高校以外での連覇達成は平成2年の愛知商業高校以来、実に32年ぶ
りの快挙である。また、全国経理教育協会主催の「令和4年度全国簿記電卓競技大会」簿記高等学校の部においても団体・個
人で初優勝し、簿記2大大会において全国制覇を達成しました。
　
　以下、大会で活躍した簿記珠算部部長　3年生の勝島和希さんのコメントです。

全国大会を終えて
　7月に行われた全国商業高等学校協会主催　第38回簿記競技大会に
おいて、団体の部で全国優勝（連覇）を果たすことができました。また、
9月に行われた　全国簿記電卓競技大会高等学校の部でも優勝（初）を
することができました。簿記2大大会で優勝を果たすことができ、非常に嬉
しく思っています。
　私たちはこの大会のために1年生の頃から練習を始めました。顧問の先
生や先輩方から教わった知識をもとに、膨大な練習量と積極的な教え合い
でさらに得点力を磨きました。
そのため、緊張の中にも確かに自信を持ちながら、本番に臨むことができま
した。
　大会練習の日々 で得た経験や、ともに部活動に励んだ仲間を大切にし、
これからの成長に繋げていきたいと思います。

　団体の部（47校参加　4人1チーム）	 優勝（2連覇達成）
　　宮田真愛、勝島和希、藤川梨瑚、小山晴

　個人の部（233名参加）
　　藤川　梨瑚（ふじかわ　りこ）	 優良賞（第4位）
　　勝島　和希（かつしま　かずき）	 優良賞（第6位）
　　宮田　真愛（みやた　まな）	 優良賞（第7位）

母校在校生の活躍
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